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第 1 学年及び第 2 学年は「基本的な動きを身に付けるようにする」（文部科学省 , 2018, p.202）、第
3 学年及び第 4 学年は「基本的な動きや技能を身に付けるようにする」（文部科学省，2018, p.204）、














成 30 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果によると、ボール投げは、昭和 60 年度平












める授業実践が有効であったことが示された（宮原, 2014）。また、小学校 5 年生を対象にした 4
週間のティーボールの授業による学習効果（加藤ほか, 2019, p.43）、小学校 3 年生を対象にしたベ


























力を呼びかけた。そのうち、研究の趣旨に賛同して協力の意思を示してくれた 85 名 (女子 80 名、











 調査は、性別に関する項目 1 問、運動種目の適齢期に関する項目 1 問、投能力の向上過程に関す
る項目 1 問の計 3 問で構成した。 




いくものとした。なお、運動の内容運動 26 種は、幼児の運動遊びに関する図書（石井・菊池，2010; 
澤田, 2010; 岩崎, 2018; 杉原・河邉, 2016）、小学校体育に関する図書（渡邉・今関, 2009; 小浜, 
2000）および学習指導要領（文部科学省, 2018）をもとに著者が選出した。 
 








 A. 新聞たま入れ  B. 背負いかご玉入れ  C. 新聞たま入れ合戦  D. 空中手たたき
 E. ボールの取り換えっこ  F. 座ってボール転がし  G. ボールを追いかける
 H. 転がしボーリング  I. コロコロ トンネル通るかな   J. 交差点ゲーム
 K. 輪投げ（小さい輪）  L. ブーメラン  M. ボールを地面に弾ませてからキャッチ
 N. 縄でロングスロー   O. 縄で的入れ   P. タオルキャッチ   Q. タオルキャッチ合戦
 R. まりつき   S. ボール当て鬼ごっこ   T. ダンボール倒し   U. 転がしドッジボール
 V. ドッジボール  W. ティーボール  X. ポートボール  Y. ハンドボール  Z. ソフトボール














うな投能力が備わっていると良いと考えるのか、2 歳児から小学 6 年生までの子どもを一貫して指
導することを想定して考えてください」と伝え、表 3 のフリースペースに、自身の考える幼少期の
投能力の向上過程を自由記述にて記入してもらった。回答の 1 例を表 4 に示した。表 4 のように
各年齢期の枠にそれぞれに記入している回答もあれば、2 つの年齢期の枠にまたがっている回答、
或いは未記入回答もあった。2 つの年齢期にまたがっている回答については、2 つの年齢期それぞ
れの回答として扱った。例えば、4 歳児と 5 歳児の枠にまたがって「大きな的に当てることができ
る」という回答があった場合、4 歳児の回答と 5 歳児の回答それぞれに「大きな的に当てることが
あった」と記述しているとみなし、その後の分析にかけた。 
 
表 3 投能力の向上過程に関する質問項目の解答欄 
 
 





























































齢期毎に抽出頻度の上位 10 語までを結果として示した。上位 10 番目が複数語あった場合は、す
べて記した。また、投能力の指導法について多面的に検討するために、「動詞」だけの分析および
投能力に関する項目毎に抽出語をまとめ、年齢期毎の抽出数を示した。「動詞」については、表 7









































































































答者数は、2 歳児 76 名、3 歳児 74 名、4 歳児 73 名、5 歳児 75 名、小学 1 年生 72 名、小学 2 年
生 75 名、小学 3 年生 72 名、小学 4 年生 67 名、小学 5 年生 70 名、小学 6 年生 65 名であった。 
2. 運動の経験適齢期 
 「26 種の運動および運動遊びは、幼少期のどの年齢期で経験することが望ましいと考えますか」
という問いに対する回答結果を図 1 に示した。結果は、平均年齢期 (2 歳児：2 歳、3 歳児：3 歳、
4 歳児：4 歳、5 歳児：5 歳、小学 1 年生：6 歳、小学 2 年生：7 歳、小学 3 年生：8 歳、小学 4 年
生：9 歳、小学 5 年生：10 歳、小学 6 年生：11 歳として算出) が低い順に上から並べた。運動に
おいて高い投能力が必要とされる運動ほど、小学校中・高学年に現れる傾向が見られた。  
 
図 1 大学生 (n=82) が考える 26 種の運動および運動遊びの経験適齢期 
（運動種目の右の括弧内は平均年齢を示す） 
 
3. 年齢期別にみた抽出語の上位 10 語 































2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 小学1年生

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4. 年齢別にみた抽出された動詞の上位 30 語 
 表 9 は、抽出数が多い動詞（「投げる」「できる」「する」「ある」を除く）を抽出年齢期順に並べ
たものである。年齢期別に見てみると、2 歳児は、「掴む」「転がす」「持つ」が多く、3 歳児は 2 歳
児には抽出語が存在しなかった「めがける／向かう／向ける」「狙う」「当てる／当たる／倒す」と
いった語句が抽出された。4 歳児は、「めがける／向かう／向ける」に加えて「狙う」が多く抽出






表 9 動詞上位 30 語と抽出年齢期 
 















触れる／触る (7) 6 1 2.1
転がす (22) 15 4 2 1 2.5
持つ (20) 10 6 2 1 1 2.9
掴む (32) 18 9 2 2 1 3.0
知る (4) 1 2 1 3.0
放る／離す／離れる (13) 4 5 2 1 1 3.3
出す (4) 1 2 1 5.3
伸ばす／伸びる (7) 2 1 2 1 1 5.6
上げる (5) 2 3 5.6
離れる (4) 1 2 1 6.0
止まる (4) 2 2 6.0
めがける／向かう／向ける (55) 8 10 6 10 6 7 1 2 5 6.1
狙う (60) 3 13 14 8 5 4 6 6 6.1
入る／入れる (14) 2 3 2 2 1 1 3 6.1
（狙いを）決める／定める (21) 3 3 2 2 3 2 4 1 1 6.5
当てる／当たる／倒す (43) 3 4 12 3 4 7 5 3 2 6.6
捕る (43) 2 7 7 3 5 8 3 4 4 6.9
動く (36) 3 7 5 8 2 8 3 2 7.2
つける（スピード） (5) 2 1 1 1 7.2
分かる (9) 1 2 2 1 2 1 7.2
飛ばす／飛ぶ (34) 2 3 1 5 4 3 1 4 5 6 7.3
使う (49) 1 2 3 5 8 8 6 2 7 7 7.4
身に付ける／身に付く (12) 1 1 1 5 1 1 1 2 7.5
見る (7) 2 1 2 1 1 7.7
つける (14) 2 2 2 3 2 1 2 7.9
考える (11) 1 2 3 1 1 3 8.2
返す (5) 1 1 1 1 1 8.2
動かす (8) 1 1 1 1 2 2 8.4
思う (5) 1 1 3 9.2
走る (6) 1 3 2 10.0
58 57 60 79 63 59 50 43 50 42
投げる (660) 54 76 65 66 67 70 68 58 76 60 6.5
できる (390) 29 31 46 52 51 41 43 48 57 49 6.9
する (89) 5 4 10 8 11 15 11 13 16 12 7.3

















「低い」と「高い」に分け、それぞれ年齢期別にまとめた（図 5）。「高い」は、小学 1 年生で最も
多く抽出されたが、抽出数は 5 であり、高低に関する語については抽出数が全体として低かった。  
 
 
図 2 年齢期別にみた両手と片手の抽出数    図 3 年齢期別にみた速さを示す語の抽出数 
 

















































年齢期別に区分した（図 6、図 7）。投球精度に関しては小学 3 年生以降の抽出数が多く（図 6）、
調整力に関しては抽出数が投球精度に比べて少ないが、2 歳以外のすべての年齢期で抽出され、中
でも小学 3 年生が最も多かった（図 7）。 
 
 





投球動作に関する語が抽出されているものの、抽出総数は小学 2 年生以降に多かった。 
 



























動き／動作 (42) 3 5 6 2 4 4 5 2 6 5 6.7
フォーム／投げ方／(体の)使い方／姿勢 (21) 2 1 2 1 4 6 5 8.9
体 (37) 1 1 2 4 8 4 2 9 6 8.2
投球動作全般に関する語 ＜小計＞ (100) 3 6 9 5 8 14 10 8 21 16
下から（投げる）／下投げ (10) 3 3 1 1 2 3.6
上から(投げる）／上投げ (11) 3 1 1 3 1 1 1 5.5
上投げ・下投げに関する語 ＜小計＞ (21) 3 6 2 2 5 1 1 1 0 0
全力／精一杯／力いっぱい (6) 1 1 1 1 2 6.0
機敏 (1) 1 6.0
スムーズ (2) 1 1 6.5
綺麗 (2) 1 1 7.0
素早い (5) 1 1 1 1 1 7.6
重心 (4) 2 1 1 7.8
フェイント (1) 1 8.0
勢い (1) 1 8.0
全身／(体)全体 (18) 4 2 3 1 4 4 8.1
正しい (5) 1 1 3 8.4
強い／力強い (25) 1 1 6 3 8 4 2 8.4
助走 (4) 1 1 1 1 8.5
確実（に投げる） (2) 1 1 9.0
上手 (4) 1 1 2 9.0
工夫（投げ方） (4) 2 1 1 9.8
ダイナミック (1) 1 11.0
ステップ (1) 1 11.0
体の使い方に関連する語 ＜小計＞ (86) 1 1 2 6 9 14 10 17 12 14
手首 (1) 1 4.0
腕 (19) 1 4 4 1 3 3 1 1 1 5.8
腰 (7) 1 1 2 2 1 7.3
肘 (3) 1 1 1 7.3
脚／足／片足 (19) 1 4 1 3 4 4 1 1 7.4
手 (14) 1 3 1 2 1 3 3 7.4
指／指先 (6) 1 1 1 1 1 1 7.5
肩 (12) 1 1 1 1 4 3 1 8.3
上半身 (2) 2 9.0
下半身 (1) 1 9.0
体の部位に関する語　＜小計＞ (84) 2 10 9 5 3 8 13 17 10 7

















 意識・認知・判断に関する抽出語をまとめ、年齢期別にまとめた（表 11）。1 つ 1 つの抽出語数
は少ないものの、延べ数で 81 語存在しており、中でも「判断」が最も多く 14 箇所抽出された。
年齢期別に見てみると、小学 5、6 年生で抽出数が多かった。 
 









 2 歳児の頻出語は、「掴む」「転がす」「持つ」という動詞（表 9）と「両手」という名詞（表 10）
であった。3 歳児の頻出語の中に、「めがける／向かう／向ける」「狙う」といった動作があったこ




























無意識 (1) 1 2.0
興味 (4) 4 2.0
意志 (2) 1 1 2.5
好き (2) 1 1 2.5
恐がる (1) 1 3.0
意図 (2) 1 1 3.5
感覚的 (1) 1 4.0
距離感 (6) 1 3 2 5.0
感覚 (4) 1 1 1 1 5.5
意識 (9) 2 1 1 2 1 1 1 6.4
空間認知能力 (2) 1 1 8.0
判断 (14) 1 1 5 1 2 2 2 8.1
見通し (3) 1 1 1 8.3
理解 (4) 1 1 2 8.8
予想／予測 (4) 1 1 2 9.3
把握 (2) 1 1 9.5
周り (5) 1 2 2 10.2
状況 (9) 1 5 3 10.2
認知 (3) 2 1 10.3
想定 (2) 1 1 10.5
視野 (1) 1 11.0
合計 (81) 7 8 6 5 4 9 3 7 18 14
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踏まえても、小学 1 年生の指導では、年長（5 歳児）の運動経験を継続すると良いと考えられる。 
 また、児童期の抽出語数で特徴的であったのが、小学 2 年生で投球速度（図 3）、投球距離（図
4）、投球動作（総数）(表 10) に関する抽出語数が増えたこと、小学 3 年生で投球精度に関する抽
出語数が増えたこと（図 6）、小学 5、6 年生で意識・認知・判断に関する語の抽出数が増えたこと
（表 11）であった。児童の投球動作に関して「“投げる”は、7～9 歳で練習すれば、その効果はは
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